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消防団は、4月1日から「第1分団第4部」を「第1分団第3部」に統合して、3支団8分団24部（団員数450人）
に組織を再編しました。団員は、各自仕事をもちながら「わがまちを災害から守る」という使命感のもと、
日夜献身的に活動しています。消防団の活動に対する皆さまのご理解とご協力をお願いします。
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下原・西区・一～三丁目・グリー
ンタウン地区（祇園1丁目北除く）
四～六丁目・日生団地・祇園町・
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金井北
国分寺・川西・紫
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